
東北 方言 にお け る

格助詞「サ」について

〔1〕

「京へ筑紫に坂東さ」 とい う諺の通 り,東国方言 として知 られている方向

を表わす格助詞「 ナ」は,今 日では主 として東北地方において用いられてい

る。

この「 ナ」は,東北地方以外では,「 に」及び「へ」 となるものであるが ,

この「 ナ」の用法 と,「に」及び「へ」の用法 との比較。「 ナ」の地理的分

布。などを通 して「 ナ」の性格について考察 してみたい。

東北方言全般について記 した もので,最 も新 しいものは「方言学 講座 第二

巻」である。 この書に,現在の「 ナ」の用法 について次のように記 してある。

青森一一「へ」に相当する助詞サがあるが,「 へ」よりも用法が広く,セ ンセサ

キク (先生に聞く)ア ダコサニワハカセル (女 中に庭を掃かせ)の ように「に」に

当る用法も行われている。一一 P。 146。

秋田一一方向格サであらわす。方言の正しい用法は,サは方向格で,そ の下に来

る助詞は進行性の意味を持つ動詞である。山サノボル,棚サオグ (｀置く、まで動

作の進行がある)と はいえるが,棚サアルとはいえない。老人の用法は,こ うであ

るが,現在はタナサアルのような言い方もむしろ普通になっている。一一 P。 167.

岩手一一場所・帰着点 0目 的・結果・方向・相手などを意味する「に・へ」に当

るものに「サ」がある。「学校サ行ぐ,空サ上る,こ こサおぐ」但し,旧南部の「机

の上サある」の言い方は旧伊達では用いない。 また,「 甲は乙サ (に )同 じだ」と

言う比較にも用いない。―一 P。 201。

宮城・山形一一場所・方向を示す共通語のに・へに対応するものはサ (場合によ

ってチャとも)である。(山形サ行く,左サ曲る,オ レチャケロー俺にくれ…)が ,
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山形県置賜や,宮城県では目的を示すのにサを用いることがある。 (映画サ行く,

何れサ来た,お 目にかけサ来た)一一P.230.

以上のように,ナ の用法は各県ごとにかなりの出入があるようだが,こ れ

は,各県の執筆者がそれぞれ違 うので,県下のナの用法のすべてをあげたも

のか,或いは,そ の代表的な用法をあげたものか,ま た,特 に東北地方全般

か らみてその県の特色をあげたものか。などについては判別し難い。

そこで,こ こに,東北地方各県の各市,各郡におけるナの用法はどのよう

なものであるか,そ の実態を調べ,そ の上でナの性格を考察してみたい。

ナは方向格をあらわすのに用いられるということだから,「へ」に相当す

るものであるが,現代語では方向格には「へ」と同時に「に」も殆ど同じよ

うに用いられている。そこで,ナ は「へ」と全 く同じ働きをするものか,「にJ

の働きをもするのか。ということを調べることによって,「へJと 「に」と

の相違をもあわせ考察することになる。

ところで,ナ は方向格を表わすものであって,「へ」と同様に使われても,

もちろん「へ」の音韻変化などではないことは明らかである。ナがもともと

どのような語からきたものであるかについて,東北大学の佐藤喜代治教授は,

「 東ざま」「西ざま」のように方角を示す「さま」に由来するものだろうと言

われるから,「へ」とは全 く別の語ということになる。1)

〔2〕

今回の,調査方法の概略を記す。

まず,調査にあたってナの上接語と同時に,下に続 く語にも注意した。用

例の語として選んだ理由のいちいちについては 〔4〕 の結果の考察の項であ

わせ記す。

調査の用例は次の通 りである。

l ①東京ナ行く

l ②東京ナ着く

③ (友人が私の家)ナ来る

④此処ナ置く

1)「東北方言における格助詞『サ』の用法」 (国語学研究 1東北大学文学部)
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⑤湯が水ナなる

⑥先生ナ聞く

⑦映画 (を )見ナ行く

③子供ナ庭 掃かせる

⑨ウナギナ追いかける

⑩山ナ登る

〇棚ナ在る

⑫何 (を )し ナ来た

⑬仕事ナ行く

⑭甲は乙ナ (に )同 じだ

調査方法はすべて通信によった。昭和40年 6月 から10月 までの間に往復ハ

ガキによって調査した。 (昭和39年 8月 26日 から9月 5日 まで山形県各地の

方言語法を臨地調査した際にも上記用例とほぼ同様のものを用いたが,そ の

結果はここでは参考にとどめておく)

北関東,東北,北海道海岸地帯の各市,各郡の中学校・高等学校国語科主

任に調査を依頼した。中学校を主として,高等学校はそれを補 う程度にした。

中学校を主としたのは校区があまり広域にわたらず,こ ちらで希望する地点

には必ず学校があるので好都合であったからである。国語主任に依頼したの

は,校区内の実態をよく把握しているだろうということと,特に,文法調査

であるから調査目的にはずれないよう,適確な答を期待したからである。臨

地調査の際,地元の古老にたずねても,助詞の調査ではまとはずれの答が多

くて困ることがある。

一般に語法の調査は,自 然会話の中から抽出すべきもので,一例をあげて

示しても,は っきり使わないとも言い切れず,ま た,そ の土地の言葉として

の正確な用法かどうかを即座に答えることは難しいものである。

そこで,現在の方言の姿を見 るためには,数多 くの人について調べ,そ の

百分率を出すことがよいと思 う。

百分率で出すというのは,「方言」とは現在における当該地域社会の成員が

使用している言語全体をさすのであるから,或 る一古老が使っても他の多 く

の人が使わなければ,そ れは現在のその土地の方言とは言い難いからである。

ところが,一地点についてそのような多ノ、数の調査ができないときには,

地元の語法についてその大勢を知っている中学校の国語主任に依頼すること
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も一方法であると思 う。

調査は東北五県及び茨城・栃木両県の全市・全郡 と,北海道の海岸地域・

群馬・新潟の一部について行なった。

群馬・新潟の一部を入れたのは,ナ使用の境界線を知 るためである。

北海道については,「方言学講座 第二巻」に次のようにある。

「学校サ行く」などがある。………「サ」は札幌はもちろん,札幌式諸方言全体

のなかでも頻度が低く,む しろ 浜`ことば、の特徴にかぞえてよいほ どで あ る。

(芳賀氏)一一 P。 123。

「映画さいぐべ」は海岸,「映画ィいくべ」は内陸一般である。「さ」の「京へ

筑紫に坂東さ」と坂東言葉としての認識も,北海道では浜言葉となっている。 (五

十嵐氏)一一 P.445.

この説に従 って,海岸地帯のみを調査 した。

調査にあたって調査の往復ハガキを 600枚準備 した。約 3分の 1の 回収を

期待 したか らである。

地点の選定は,北関東の二県 と,東北地方五県の全市,全郡について,そ

れぞれの市,郡 の中心部 と思われる地点を 2乃至 3地点えらんで発送 した。

一郡内の 3地点 とも回答がない場合は,さ らに別の地点をえらんで第二回

目の調査を発送 した。そ うして,郡内の中心地 と考えた地点か らの回答がな

い場合 もかな りあったので結局,こ こにあげた地点が,郡の北端 に な っ た

り,ま たは南端にかたよった りすることともなった。 これ とは反対に郡内の

三地点 とも回答があった場合は,隣接の郡の調査地点 となるべ く離れた方を

採 った。

387地点か ら回答があったが,市,郡の一地点のみを ここにあげることに

したので (表 2)の ように202地点になった。

〔3〕

(表 1)は 各県別の調査結果である。各県内の点線の上段は市部,下段は

郡部である。

調査地点の記し方は,市 と町,郡 と町(村)と を記した。例えば,青森県の
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①青森 0横山は,青森市横山町。⑨東津軽・今別は,東津軽郡今別町の意で

ある。町名は,調査の対象となった中学校,高等学校の所在地である。地点

番号に○印のあるものは高等学校,な いものは中学校である。高等学校の方

は ここに記した町よりも校区がさらに広がるものと思ったから中学校と区別

したのである。

用法①～⑭は,本稿 〔2〕 の項のはじめにあげた14の用夕1で ある。

この14の用法としてナを使うかどうかについての調査の結果,○印はナを

使 う。×印は使わない。 0印は「使用者は少ない」と答えたものである。・

印は校区の中の「一部の地域では使う」,△印は老年層のみ,▽印は青年層の

みが使う。△▽は老年層と幼年・子供 (青年層ではなく)と が使う。 △印は

一部の老人,農業をしている老人,漁業をしている老人などに限って使う場

合, ▽印は一部の青年のみが使うという場合である。

この調査では,ナ を使うか,使わないか,だけに関するもので,ナを使わ

ずに,工を使うとか,二を使うなどということはここでは扱わない。

また,「使う」と答えた中でも,か ならずしも全員が使うとは限らない。

これは,さ きに百分率に関した述べた場合にも記したように,そ の地域社

会の成員が現在,使わない者が多ければ,過去においていくら使っていたと

しても,現在の方言としては「使わない」とするのである。

例えば,岩手県岩手郡岩手町の第一中学校では82名 に調査した結果は次の

通 りである。

用 法
|
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この中,①の場合など多少問題があろう。

次に,東北地方全般の傾向についてこれをみる。

各県の状況をみるに,或る県では用法①～⑤が特に多 く,或る県では⑥～

⑩の用法が特に多いというような現象はみられない。

調査結果の記入方法に多少のズンがあるとしても,202地点を 集計した場

合,そ のズンは消され用法の使用傾向としてはかえって信用度が高 くなると

フ思われる。

202地 点の集計結果は次の通 りである。 (表 2)の○印を 1と し,△,▽ ,

0, ●, △, ▽及び△▽は一部の人が使うのであって,少 くともその土地に

おいて使わないのではないから,集計の場合には 0。 5と して数えることにす

る。従って (表 1)の数字は「ナ」使用の地点の数である。

(表 1) 「ナ」使用地点県別集計

県 名
1地

点数11
819Ю ■ 21BIM

16

24

24

17

21

31

30

18

21

〔4〕

上記の (表 1)か ら,使用順位について考察してみる。

用法①「東京ナ行く」と,②「東京ナ着く」とは上接語を同

順位はかなり離れている。①のつぎは⑩「山ナ登る」である。

4151617

森

手

城

田

形

島

城

木

籠

青

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

北

・６

２３

２４

・７

２０

３。

２７

・１

・７

8.5

6.5

4。 0

9。 0

9。 0

4。 5

0

1.0

3.5

じくしながら

①と⑩との関

①τ円電電電鋼
1   1

|
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係と,①と②との関係とを見ると,上接f吾 よりも下接語の方を重視すべきで

あることがわかる。

「行 く」「登る」は,И )移 動しつつ言語主体の現地点から離れ遠ざかる動

詞である。

「着 く」は,伸)移動の行なわれた結果ある場所に達する動詞である。

青木伶子氏によれば,平安中期以前の「へJ「 に」の用法では,に )の場合

は必ず,「へ」であって「 に」は用いない。 (口)は 必ず「 に」であって「へ」

は用いないとのことである。1)

ナを「移動」ということを中心としてみるべきことは,ロ ドリグスの「 日

本大文典」 (土井忠生訳)に も次のようにある。

「下 (Ximo)の 地方全般に関する附記」の項に,

○移動を示すYe(へ)の代りに,Ni(に )・ …・。Samaye(様 へ),Sana(さ な)な

どを使う,そ こから次の諺が出ている。

oubダe,Tcucuxhi,Bandbsa(京 へ筑紫に坂東さ)一一 P.611。

「行 く」という下接語を同じくする⑬「仕事ナ行 く」と⑦「映画 (を)見

ナ行 く」とをみると,①は第四位で,78%と いうかなりの高率を示している

が,⑦は14例 中の第十位で,48%で ある。⑬ も⑦ も,と もに共通語では「に」

が入るべきところである。①⑩のように場所でもなく,「仕事」「見」とい

う動作が上接している。

しかし,「仕事」と「見」とは,一応,名詞と動詞という違いはあるが,

「仕 IJ軍 」は「仕事する一一為に行 く」のであって,「動作の目的」でもある

が,同時に,「学校へ行 く」「会社へ行 く」「工場へ行 く」などとならべて

「仕事へ行 く」という形も考えられないこともない。つまり,「学校,会社 ,

工場」はそれぞれ「場所」であると同時に,「東京」とか「 山」 とかとは違

った意味内容をもっているともとれる。「工場一一へ行 く」のは,「仕事の為

に行 く」のであり,「仕事へ行 く」は「仕事場へ行 く」の意を含んでいるの

である。この場合,「工場」←→「仕事場」←→「仕事の為」←→「仕事」

1)「『へ』と『に』の消長」 (国 語学 第24輯 )



鎌 田 良 二

という関係において考えられる。

また,特に「行 く」という語からも,「仕事」を「仕事をする」という動

作としてよりも,場所の観念がうかんで来るのではないだろうか。

③「 (友人が私の家)ナ来る」は第四位であり,81%と いの高率である。

この「来る」は,(ハ )実際に移動し進行する意を表わす動詞の中,移動し

つつ言語主体の方に進み近づ く意をあらわす動詞で,こ れも,青木氏によれ

ば,平安中期以前は「に」を用いて,「へ」は用いないとのことである。

③と⑫との関係は,ち ょうど①と⑦,ま たは,① と⑦との関係のようなも

のである。⑫は共通語では「へ」などとは全 く考えられないものである。そ

れであるのに,低率とはいえ,38%あ るということは,ナ は共通語の「へ」

と一致するだけでなく,か なり「に」の要素も含んでいるといえよう。

ここに,も う一度,順位を整理してみると次の通 りである。

(A)

① 〔――一イ予く〕 95%

⑩ 〔―一登る〕 92%

④ 〔― 置く〕 91%

③ 〔―一来る〕 81%

〇 〔― 行く〕 78%

② 〔一―着く〕 75%

(B)

③ 〔
―

掃かせる〕 59%

⑥ 〔―一聞く〕  59%

① 〔
一

在る〕  51%

⑦ 〔見―一―行く〕  48%

⑫ 〔し―一来た〕 38%

⑭ 〔―一一同じだ〕 23%
⑨ 〔一追いかける〕 13%

⑤ 〔―一―なる〕  0。 3%

ここに,② と③との間に大きな差があることがわかる。東北各地の75%以

上の地点でナを使っているということは,こ れらの用例は一応,ナ専用とい

うことができよう。②までの75%以上の群をA群,①の59%以下の群をB群

とすると,A群は共通語で「へ」でも「 に」でも通じるものであり,B群は

「へ」は一応考えられないで,「に」を用いるものである。

まず,A群内で考えてみると,「行 く」「登る」という動作は「未来に向

って開ける」動作である。 (「行った」「登 った」も同じ)
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古 く「に」が場所を示し,「へ」が方向を示したように,「に」はかなり

はっきりした地点というものを示したのに対して,「へ」は,方角というば

く然としたものをさす性格があるように,古 く「へ」がついた「行 く・登る」

に対して,「に」がついた「着 く・来る」は,そ の上接語と共に具体性・明

確性をもっている。「着 く」の上接語は,は っきりと地点を示さねばならな

いし,「来る」の上接語は話手のもとに来るのが一般である。

青木氏も「へ」の場合は,そ の目標と言語主体との間にはやはり距離が置

かれている,と 述べている。1)

このように「へ」よりも「に」の方が,上接語も下接語も,やはり具体性 ,

明確性をもっているのではないか。

本調査の結果でも,B群の下位にあるものほど,日標がはっきりしている

(―一⑨⑭O⑥ )

結果がはっきりしている (―一⑤) と考えられる。

だから,ナ は,やはり「へ」の性格を保ちつつ共通語一般の用法と同じよ

うに「に」の性格をも持とうとしているのである。ナが「へ」の性格に近い

ことは言 うまでもないことながら,「に」の性格もかなり持って来ているの

である。

そのために,よ り具体性,明確性をもったものよりも抽象性,不明確性を

もったものの方にサはつきやすいのではないか。

さらに,「 に」が具体性,明確性をもったものにつ くということは,「へ」

が,抽象性,不明確性をもった語につくということになるが, この抽象性と

い うことと,さ きにあげた,佐藤喜代治氏の説,ナが「東ざま」「西ざま」

.の「さま」に由来するということと一致するのではないだろうか。

〔5〕

ナの境界線を調べるため,群馬県・新潟県にも調査依頼したが,群馬県は,

県下の11市 ・12郡 とも全部,ナ の用例なし,と の回答であった。

1)「二とへ」 (講座 現代語 第 6巻 )

したがって「ココヘ」というのは不自然である,「 ココニ」であるべきだという。
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新潟県は,北部及び東部のみを調査した,そ の結果,村上市,北蒲原郡 ,

中蒲原郡,北魚沼郡,それぞれ二乃至三地点とも,ナ の用例なし,と のこと

であったが,東蒲原郡と,岩船郡関川村では次の通 りである。

101n 上

×

×

×

″ 0鹿瀬

岩 船・関川

東蒲原郡津川町の○印は中年層以上が使用するとのこと。

岩船郡神林村,朝 日村,山北村北中,山北村勝木はいずれも使用しないと

いう答えであった。

なお,境界ということから見れば,茨城,栃木両県が問題になるだろうが,

これは (表 1)(表 2)で もわかるから,こ こでは省 くが,こ の二県で,用法

が全 くないものは,茨城は用例の⑨⑭番,栃木は用例⑤⑥⑨番で,ま ず,⑨

が共通して,そ の用例なし,と いうことになる。⑨は,共通語では「 ウナギ

を追いかける」の「を」になるところであり,他の用例といくらか性格を異

にするものである。⑤⑥⑭も,それぞれ一地点,ま たは,一地点の老人層の

み,と いうものである。減少のし方は,202地点の集計結果とほぼ一致する。

本調査にあたって,前記各地600地点,600校 に調査をお願いしたところ,387

校から回答をいただいた。回答には,○印以外に,使用層,ま た他の使用例な

どくわしく記入いただいたところもあり,同地の方言資料を紹介または,お送

り下さったところもあり,大いに参考になった。が,今回は以上にとどめ次

回の発表に利用させていただくことにする。お教えいただいた方があまりに

多 く,こ こにいちいちお名前を記すこともできないが深 く感謝の意を表す。

なお,東北大学 佐藤喜代治教授からは,前記の「国語学研究 1」 をお送

りいただいた。これは,東北大学国語学研究室の方々による臨地調査の結果

で,ナ の実態がくわしく記されている。

また,本調査の調査項目選定に関して,弘前大学 此島正年教授,秋田大

学 北条忠雄教授の御指導をたまわった。ここに厚 く御礼を申し上げる。
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(表 2)

東北方言における格助詞「サ」について
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l⑥下 館・岡 芹|O 0 0 0‐ × × × |×

【:ヶl劉 :::|:111::|:
19下、_證・I 重1会 令 IIR I I TII
10水海道・天 満

|O X × O X △

11那珂湊・山の上 ○ △ 〇 〇  X × X ×

12常 陸太田・仲城|○  ○ ○ ○ ‐× X O ×

13勝 田・勝 倉 |○ ○ ○ O X× × ×

14高 萩・下手綱|△  △ × △ |× |×  × ,X
15北茨城・中 郷|○  △ △ |○ |× |×

 XI×
16笠 間・笠 間 ○ ○ ○ |〇

|× X OI×  × ‐○

県城茨

l⑥下 館・岡 芹|○  ○ ○ ○ ‐× × × |× ×

×

×

×

×

X

×

×

×

×

×

×

X
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×

X

×

×

×

X

X

×

X

×

X

X

X
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X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

×

×

鎌 田 良 二

X

X

×

X

X

X

○

X

X

×

X

X

X

× | ×

× |○

〇 |○

xlO
▽ | ▽

XIO
OIO
XIO
× | ×

× l x

XI ×

×  △

X  ▽

一
〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

ｏ

▽
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Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

×

Ｘ

×

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

一

×

×

Ｘ

×

×

Ｘ

△

Ｘ

Ｘ

×

ｘ

×

ｘ

ｘ
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

△

▽

一
Ｘ

Ｏ

Ｏ
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Ｏ

Ｏ

Ｏ
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Ｏ

Ｏ

△
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一
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利
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美
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(注)茨城29,結城・石下の Oは男のみ使用 8龍ケ崎 ( )内 は校名

県木栃
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 n121B M

11宇都宮 。今 泉

2足 利・西 宮

3栃 木・皆 り||

4日 光・七 里

5今 市・大 桑

l⑥鹿 沼 0万
7真 岡・ 台

18佐 野・金屋下

l⑨小 山・小 山

l⑩大田原・大田原

11矢 板・矢 板
ト

ー ー ー
ー

ー ー ー ー ー
ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー
ー

ー ー ー ー ー ー ー

112河 内・上三川

113上都賀・栗 野

114下都賀 。国分寺

15芳 賀・三 宮

116那 須・那 須

11【誓 今
・塩 谷

○

○

△▽

○

△

△

×

○

○

○

X

×

○

△▽

○

×

×

×

X

×

×

○

×

○

△▽

○
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×

×

×

×

○

○
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○

×

×

×
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×
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×
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×

×
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×

×

×
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X

X

×

×
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×

X

X
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×

×

×

×

×

×

×
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X

X
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×

X

X

X

X

X

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

,°
×

X

×

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

×

〇 |

×

○

○

×

○

×

× |×

× IX

XI×

XIX

× IX

× |×

X I×

× |×

× |×

× |×

△ | ×

× |×

× |×

XIO
△ |×

× IX

〇 IX
〇 IX
〇 IX

△ | ×

× |×

〇 |×

〇 |×

〇 |×

〇 |×

118安 蘇・田 沼
|_________

× |× × |×



東北方言における格助詞「サ」について

道海

1小 樽・石 山 ○

2室 蘭・小橋内
|×

3釧 路・鳥 取|○

④北 見・小 泉|○

5網 走・卯原内|×

6留 崩・春 日|○

⑦苫小牧 。 東 |○
③稚 内・宝 来|○

○  ○

×  ×

△  △

× |○

×  ×

×  ×

○ |○

○ ○

○

×

○

○

×

△

〇

〇

○

×

○

○

×

×

△

〇

×

×

○

×

×

×

×

×

×
　
×
　
×
　
×
　
×
　
△

×
　
×

× △ 〇 ×

× × × ×

|○ × △ △

× × |○  ×

× × × ×

× | ×  △ |△

〇 × ○ ×

○ × ○ ○

×
　
×
　
△

×
　
×
　
×
　
×
　
×

○

×

△

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

9虻 田・豊 浦

10桧  山・江 差

11瀬 棚・瀬 棚

12松 前・福 島

⑬上 磯・木古内

14白 老・白 老

15沙 流・門 男

16静 岡 0静 岡

⑫浦 河・浦 河

18厚 岸 0厚 岸

19目 梨・羅 日|

20紋 別・雄 武|

穆異 曇:異 二|
④利 尻・不」 尻

24ネL文・礼 文
|

〇 |

○

○

〇 |

〇 |

○ |
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〇 |

○

〇
|

○

○

○

○

○

○

×

△

×

×

○

○

×

○

○

○

×  O

O O
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